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「
レ
セ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
た
。︿
思
わ
ぬ
も
の
を
偶

然
に
発
見
す
る
能
力
﹀
と
の
意
味
で
、脳
科
学
の
世
界
で
は
「
気
付
き
の
力
」

と
呼
ぶ
ら
し
い
。
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
気
付
き
の
力
も
ア
ッ

プ
す
る
と
い
う
。

　

日
頃
か
ら
、
信
心
成
長
に
は
「
目
覚
め
・
気
付
き
・
悟
り
、
そ
し
て
改
ま

り
が
大
切
」
と
申
し
て
い
る
だ
け
に
、思
わ
ず
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
に
、
戸
惑
い
を
体
験
す
る
こ
と
が
良
い
、

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
右
往
左
往
し
て
戸
惑
い
な
が
ら
考
え
る
こ
と
で
脳
が
活

性
化
さ
れ
る
と
い
う
。

　

今
年
の
春
か
ら
今
日
ま
で
が
、
正
し
く
戸
惑
い
の
連
続
で
あ
っ
た
。
学
院

長
と
い
う
お
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
右
往
左
往
し
て
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
日
々
、

五
里
霧
中
・
暗
中
模
索
・
試
行
錯
誤
⋮
。

　

そ
ん
な
中
に
、
先
般
あ
る
院
外
講
師
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
ブ
レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
」
ま
た
も
英
語
で
あ
る
。︿
突
き
抜
け
る
﹀
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
転
じ
て
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
と
の
こ
と
で
、
自
分
の
物
差
し
が

置
き
換
わ
る
こ
と
、
と
教
え
て
頂
い
た
。

　

こ
の
「
ブ
レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
」
な
る
言
葉
に
、
大
い
な
る
目
覚
め
・
気
付

き
を
覚
え
た
。
今
ま
で
、
間
違
い
な
い
、
こ
れ
で
正
し
い
と
思
い
進
ん
で
き

た
道
が
、
さ
さ
い
な
出
来
事
や
、
異
質
な
価
値
観
・
物
差
し
に
出
会
い
、
何

か
の
拍
子
に
生
き
方
が
百
八
十
度
変
わ
ら
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
が
、
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
新
生
面
へ
と
導

か
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
私
自
身
、
振
り
返
る
と
い
く
つ
か
思
い
当
た
る

節
が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
大
い
な
る
天
地
の
お
恵
み
、
お
働
き
の
中
で
、
多
く
の
方
々

に
祈
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
の
お
か
げ
の
今
日
で
あ
る
こ
と
に
、
ま
た
気
付
か

さ
れ
る
。
お
礼
申
し
上
げ
る
こ
と
が
、
間
に
合
わ
ず
、
届
か
ず
、
さ
ら
な
る

次
の
お
繰
り
合
わ
せ
に
抱
か
れ
、助
け
ら
れ
癒
さ
れ
て
の
今
日
一
日
の
連
続
。

　

学
院
生
諸
氏
の
成
長
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
祈
り
つ
つ
、
今
日
も
天
地

の
間
に
、
あ
り
が
た
く
・
う
れ
し
く
遊
ば
せ
て
頂
い
て
い
る
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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日
々
、
ご
祈
念
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
学
院

本
科
生
三
十
七
名
が
、
全
員
そ
ろ
っ
て
前
期
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

学
院
は
、
教
師
の
基
礎
教
育
を
受
け
も
つ
機

関
で
あ
り
、
学
院
生
に
は
、
教
師
と
し
て
の
基

礎
的
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
、
学

行
、
信
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

学
行
に
お
い
て
は
、前
期
で
「
教
祖
」「
教
義
」

「
教
団
史
」「
礼
典
（
祭
式
・
祭
詞
）」
な
ど
の

主
要
科
目
の
授
業
を
ほ
ぼ
終
え
、
後
期
で
は
、

「
教
典
研
究
」
で
学
ん
だ
こ
と
の
研
究
発
表
や

「
教
団
活
動
」、
種
々
の
特
別
講
義
、
研
修
な
ど

の
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
信
行
に
お
い
て
は
、
朝
夕
の
本
部
広

前
参
拝
、
洒
掃
と
い
っ
た
基
本
日
課
が
中
心
で

す
が
、「
神
に
心
を
向
け
る
」
こ
と
を
前
期
の

信
行
目
標
と
し
て
掲
げ
、
各
自
が
具
体
的
な
実

践
課
題
を
設
け
て
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
信
心
姿
勢
を
培
う
こ
と
を
願
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
五
月

十
五
日
に
本
部
広
前
に
参
拝
を
し
て
学
院
長
が

入
学
の
お
届
け
を
し
た
際
に
、
教
主
金
光
様
か

ら
い
た
だ
い
た
「
皆
さ
ん
が
、
お
世
話
に
な
っ

て
今
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
お
言
葉
の
と
お
り
、
学

院
へ
入
学
で
き
る
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
育

て
を
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
を
、
改
め
て
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
物
が
豊
か
で
、
便
利
な
社
会
状
況
の

中
で
育
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
寮
が
新
し

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
箒
、
は
た
き
、
雑
巾
を

使
っ
て
の
洒
掃
や
相
部
屋
の
共
同
生
活
、
パ
ソ

コ
ン
や
コ
ピ
ー
、
携
帯
電
話
の
な
い
生
活
に
慣

れ
る
だ
け
で
も
、
相
当
な
修
行
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

学
院
で
の
修
行
は
、「
此
方
の
道
は
唐
傘
一

本
で
開
く
こ
と
が
で
き
る
」（
Ⅱ
押
木
マ
ス
の

伝
え
）
と
の
御
理
解
の
と
お
り
、
道
広
め
の
た

め
に
必
要
な
、
確
か
な
唐
傘
一
本
を
作
る
た
め

の
修
行
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

引
き
続
き
、
修
行
成
就
に
向
け
て
、
ご
祈
念

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

前
期
を
振
り
返
っ
て

学
院
次
長

　横
山
勇
喜
雄

研 究 所 見 学

池 　 掃 　 除

9
月	

3	

第
四
回　

求
道
の
日

	

4
・
5	

男
子
・
修
徳
殿
入
殿

	

7
・
8	

女
子
・
修
徳
殿
入
殿

	

11
・
12	

第
一
回　

教
話
実
習

	

13	

聖
蹟
巡
拝
（
吉
備
路
方
面
）

	

16	

修
徳
殿
障
子
張
り

	

24	

学
院
・
秋
季
霊
祭
並
び
に
物
故
職
員
報
徳
祭

	

25
～
10
／
11	

生
神
金
光
大
神
大
祭
御
用
奉
仕

	

28	

教
祖
様
ご
生
誕
二
百
年
奉
祝
行
事

10
月	

14	

学
院
・
生
神
金
光
大
神
大
祭

	
	

並
び
に
創
設
百
二
十
年
御
礼
奉
告
祭

	

23	

教
学
研
究
所
見
学

11
月	

1	

第
五
回　

求
道
の
日

	

3	

第
二
回　

部
屋
替
え

	

12	

文
化
活
動
合
同
茶
会

	

17	

聖
蹟
巡
拝
（
寂
光
院
方
面
）

	

24
～
26	

第
二
回　

定
期
考
査

	

29	

創
設
百
二
十
年
記
念
式
典

	

30	

直
信
教
会
参
拝

12
月	

1	

第
六
回　

求
道
の
日

	

２	

第
二
信
心
レ
ポ
ー
ト
懇
談

	

3	

後
期
開
始

	

4
・
5	

女
子
・
修
徳
殿
入
殿

	

7
・
8	

男
子
・
修
徳
殿
入
殿

	

11
～
15	

布
教
功
労
者
報
徳
祭
並
び
に

	
	

金
光
キ
ク
ヨ
姫
五
十
年
祭
御
用
奉
仕

	

16
～
29	

冬
期
在
籍
教
会
実
習

（
冬
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
）

日
程
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■
聖
蹟
巡
拝
（
吉
備
路
・
寂
光
院
方
面
）

　

教
祖
の
信
仰
・
事
蹟
、
ま
た
岡
山
県
地
方
に

息
づ
く
信
仰
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
九

月
十
三
日
に
教
祖
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
り
、
才

崎
教
会
、
そ
し
て
黒
住
教
本
部
へ
参
拝
し
た
。

ま
ず
直
信
・
片
岡
次
郎
四
郎
師
の
開
か
れ
た
才

崎
教
会
で
は
、
教
会
長
の
教
話
を
拝
聴
し
、「
み

き
の
信
心
」
に
関
す
る
教
え
の
理
解
を
深
め
た
。

そ
の
後
、
教
祖
四
十
二
歳
の
事
蹟
に
関
わ
る
西

大
寺
観
音
院
・
吉
備
津
神
社
に
参
拝
し
、
本
教

と
同
じ
く
幕
末
期
に
開
か
れ
た
黒
住
教
本
部
を

訪
れ
た
。
本
部
大
教
殿
に
参
拝
し
、
朝
日
を
拝

む
「
日
拝
」
が
行
わ
れ
る
「
日
拝
壇
」
を
拝
観

し
、
黒
住
教
の
教
義
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。
と
り
わ
け
今
年
、
黒
住
教
は
立
教
二
百

年
を
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
資
料
館
に
お
い
て
は

普
段
見
ら
れ
な
い
歴
史
的
に
も
貴
重
な
資
料
の

数
々
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
十
一
月
十
七
日
に
は
、
大
谷
の
檀
那
寺
で

あ
る
寂
光
院
と
氏
神
で
あ
る
加
茂
八
幡
神
社
へ

参
拝
し
た
。
寂
光
院
で
は
、
住
職
に
よ
り
教
祖

の
養
父
母
、
川
手
家
先
祖
の
法
要
が
執
り
行
わ

れ
、法
話
を
拝
聴
し
た
。
そ
の
後
、川
手
家
先
祖
、

養
父
母
の
位
牌
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
小

雨
の
残
る
秋
の
午
後
、
見
事
な
紅
葉
に
心
洗
わ

れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

■�

「
求
道
の
日
」

　
第
四（
九
月
）・
五（
十
一
月
）・
六（
十
二
月
）

　

学
院
生
活
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
自
己
の
信

心
を
正
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
原
則
と
し
て

月
の
朔
日
を
「
求
道
の
日
」
と
定
め
、
一
日
の

は
じ
め
に
教
主
金
光
様
の
お
出
ま
し
を
迎
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
終
日
黒
衣
で
過
ご
し
、
講
話

拝
聴
、
共
励
、
覚
筆
写
を
実
施
し
て
い
る
。

　

第
四
回
は
、
夏
期
在
籍
教
会
実
習
か
ら
帰
院

し
て
間
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
内
容
を
も

と
に
、
懇
談
を
行
っ
た
。
第
五
回
は
、
午
前
中
、

覚
筆
写
に
取
り
組
み
、
午
後
か
ら
は
、「
布
教
」、

「
修
行
」、「
信
心
の
継
承
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
選
択
し
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
共
励
会
を
実

施
し
た
。
第
六
回
は
、
京
都
府
中
立
売
教
会
在

籍
の
今
岡
多
美
江
師
の
講
話
を
拝
聴
し
た
。
師

は
、
学
院
創
設
百
年
記
念
歌
「
光
り
か
が
や
く

道
」
の
作
詞
・
作
曲
者
で
、
師
の
歩
ま
れ
た
道

の
り
や
記
念
歌
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
師
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

記
念
歌
を
合
唱
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
講
話
を

手
が
か
り
に
共
励
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

信
心
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
思
い
を
新
た
に

し
た
。

■
修
徳
殿
入
殿

　

本
部
広
前
の
修
行
生
と
し
て
の
自
覚
を
深

め
、
教
主
金
光
様
の
御
取
次
を
い
た
だ
く
こ
と

の
意
義
を
再
確
認
し
、
お
道
の
教
師
に
お
引
き

立
て
を
願
お
う
と
す
る
者
と
し
て
の
自
覚
を
新

た
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
修
徳
殿
入
殿
を
実

施
し
て
い
る
。

　

学
院
生
は
こ
れ
ま
で
に
九
月
と
十
二
月
に
入

殿
を
経
験
し
て
お
り
、
学
院
で
の
通
常
の
信
行

か
ら
離
れ
、
修
徳
殿
と
い
う
場
の
作
用
の
中
で
、

信
行
上
の
課
題
や
教
師
と
な
る
こ
と
の
不
安
な

ど
に
つ
い
て
求
め
て
い
っ
た
。
実
施
に
あ
た
り
、

九
月
に
は
、「
学
院
入
学
ま
で
の
経
緯
や
教
師

志
願
の
理
由
な
ど
を
も
と
に
、
現
在
、
ど
の
よ

う
な
信
心
の
流
れ
の
中
に
い
る
の
か
を
確
認
す

る
」、
そ
し
て
十
二
月
に
は
「
前
期
に
学
ん
だ

こ
と
を
も
と
に
、
本
教
の
信
心
生
活
に
つ
い
て

求
め
合
う
」
と
い
う
願
い
を
立
て
て
い
る
。
ま

た
、
来
年
三
月
に
は
卒
業
後
を
見
据
え
て
の
、

第
三
回
入
殿
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
歩
み

こ
こ
ま
で
の
歩
み

寂 　 光 　 院

女子入殿（九月）

吉 備 津 神 社
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明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日
、
学
院
の

前
身
と
な
る
「
神
道
金
光
教
会
学
問
所
」
が
創

設
さ
れ
て
、
本
年
で
百
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
設
当
初
は
、
教
員
二
名
、
教
室
は
六
畳
二
間

の
み
で
し
た
が
、
以
来
、
歴
代
金
光
様
の
御
取

次
と
、
全
教
の
お
祈
り
添
え
を
い
た
だ
き
、
約

一
万
九
百
名
の
卒
業
生
を
輩
出
す
る
お
か
げ
を

蒙
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
年
柄
で
あ
る
本
年
、

学
院
で
は
創
設
百
二
十
年
を
記
念
し
た
行
事
を

執
り
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。

▪�

教
師
養
成
機
関

　
　
　
　
創
設
百
二
十
年
記
念
式
典

　

創
設
記
念
日
で
あ
る
十
一
月
二
十
九
日
の

朝
、
本
部
広
前
の
お
結
界
に
学
院
長
が
お
届
し
、

そ
の
後
、
九
時
三
十
分
よ
り
金
光
北
ウ
イ
ン
グ

や
つ
な
み
ホ
ー
ル
で
、
記
念
式
典
と
記
念
講
演

を
行
っ
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
学
院
長
が
学
院
長
室
に
掲

げ
て
あ
る
四
代
金
光
様
ご
染
筆
の
「
育
ち
ゆ
く

も
の
の　

お
役
に
立
つ
こ
と
を
生
き
甲
斐
と
な

し　

わ
れ
も
育
た
ん
」
と
の
お
歌
の
み
心
を
い

た
だ
き
、
全
教
の
祈
り
と
情
念
を
結
集
し
て
、

学
院
教
育
の
う
え
に
さ
ら
な
る
お
か
げ
を
蒙
り

た
い
、
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

教
務
総
長
よ
り
創
設
百
二
十
年
の
間
の
先
輩

諸
師
の
篤
い
願
い
に
思
い
を
致
す
と
、「
金
光

大
神
の
一
乃
弟
子
」
へ
と
お
育
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
思
い
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と

の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
前

学
院
長
・
墨
染
教
会
長
松
岡
道
雄
師
に
よ
る
記

念
講
演
『
教
師
育
成
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
』
が

行
わ
れ
、
本
教
に
お
け
る
人
材
育
成
の
歴
史
を

振
り
返
り
つ
つ
、「
教
師
は
取
次
の
働
き
を
現

す
者
で
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
に
向

け
て
、
今
果
た
す
べ
き
こ
と
は
、
教
主
金
光
様

の
御
取
次
の
ご
姿
勢
と
そ
の
み
心
に
神
習
い
、

ご
霊
地
で
こ
そ
体
験
で
き
る
様
々
な
出
会
い
を

大
切
に
し
、
信
心
の
け
い
こ
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
た
。

　

最
後
に
学
院
生
全
員
で
学
院
創
設
百
年
記
念

歌
「
光
り
か
が
や
く
道
」
を
合
唱
し
た
（
写
真

は
一
面
に
掲
載
）。
な
お
、
来
春
、
講
演
記
録

な
ど
掲
載
し
た
記
念
誌
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ

る
。

▪
直
信
教
会
参
拝

　

創
設
百
二
十
年
記
念
行
事
と
し
て
、
翌
三
十

日
に
直
信
教
会
参
拝
を
実
施
し
た
。

　

教
祖
様
が
取
次
専
念
後
、
唯
一
出
向
か
れ
た

斎
藤
重
右
衛
門
師
の
開
か
れ
た
笠
岡
教
会
の
広

前
、
神
道
金
光
教
会
学
問
所
の
創
始
者
で
も
あ

り
、
学
長
、
さ
ら
に
初
代
教
義
講
究
所
長
の
佐

藤
範
雄
師
が
開
か
れ
た
芸
備
教
会
の
広
前
、
そ

し
て
、
教
祖
が
神
よ
り
取
次
の
頼
み
を
受
け
ら

れ
た
翌
年
に
初
参
拝
し
、
教
祖
と
共
に
信
心
を芸　備　教　会

記　念　講　演

記　念　講　演

教
師
養
成
機
関
創
設

百
二
十
年
記
念
特
集
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進
め
ら
れ
た
高
橋
富
枝
師
の
開
か
れ
た
六
条
院

教
会
の
広
前
へ
参
拝
し
た
（
参
拝
順
）。
各
教

会
で
は
、
初
代
の
先
生
の
い
た
だ
か
れ
た
教
祖

の
信
心
に
つ
い
て
の
教
話
を
拝
聴
し
、
初
代
に

ま
つ
わ
る
品
な
ど
も
拝
見
し
た
。
直
信
の
先
生

方
が
実
際
に
御
用
に
あ
た
ら
れ
た
場
所
を
訪

れ
、
教
祖
ご
在
世
中
よ
り
、
道
の
教
え
を
広
め

ら
れ
た
先
生
方
の
熱
い
願
い
や
ご
苦
労
に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
道
中
に
は
、
安
政
二
年
に
教
祖
が

厄
晴
れ
祈
願
の
た
め
に
参
拝
し
、
明
治
十
五
年

に
は
佐
藤
範
雄
師
が
教
団
独
立
に
関
す
る
相
談

に
訪
れ
た
、
広
島
県
福
山
市
鞆
の
沼
名
前
神
社

へ
も
参
拝
し
た
。『
教
典
』
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
授
業
等
で
聞
い

た
教
祖
の
事
蹟
、
教
団
の
歴
史
に
つ
い
て
の
理

解
が
深
ま
っ
た
こ
と
と
思
う
。

▪
秋
季
霊
祭
・
生
神
金
光
大
神
大
祭

　

本
部
広
前
の
ご
比
礼
を
蒙
り
、
学
院
広
前
に

お
い
て
、
九
月
二
十
四
日
に
秋
季
霊
祭
、
十
月

十
四
日
に
生
神
金
光
大
神
大
祭
を
仕
え
た
。

こ
れ
ら
の
祭
典
は
、
神
様
と
学
院
霊
舎
に
祀
ら

れ
る
物
故
職
員
と
講
究
生
、
学
院
生
を
合
わ
せ

て
二
百
十
三
柱
の
霊
神
様
の
お
働
き
を
受
け
、

こ
こ
ま
で
の
学
院
修
行
を
進
め
ら
れ
て
き
た
こ

と
へ
の
お
礼
と
真
心
を
現
す
祭
典
と
し
て
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
度
は
、
学
院
創
設
百
二
十
年
の
記
念
の

年
に
当
た
り
、
霊
祭
に
合
わ
せ
て
物
故
職
員
報

徳
祭
を
、
大
祭
に
併
せ
て
創
設
百
二
十
年
御
礼

奉
告
祭
を
仕
え
た
。
報
徳
祭
で
は
、
祭
典
に
先

立
ち
霊
神
名
を
奉
読
し
、
教
師
養
成
に
ご
尽
力

さ
れ
た
物
故
職
員
の
お
徳
を
称
え
、
御
礼
奉
告

祭
で
は
、
教
師
育
成
に
か
け
ら
れ
た
願
い
が

百
二
十
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
続
け
、
今

日
が
あ
る
こ
と
に
お
礼
を
申
し
、
今
後
も
同
じ

願
い
の
中
で
人
材
が
育
つ
こ
と
を
願
わ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

祭
典
に
臨
む
に
あ
た
り
、
祭
員
や
祭
詞
の
起

草
・
浄
書
、
神
饌
物
の
調
饌
、
奏
楽
、
祭
服
の

着
付
け
等
、
学
院
生
全
員
が
分
担
し
て
御
用
に

あ
た
っ
た
。
初
め
て
の
御
用
も
あ
り
、
不
安
や

戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
神
様
、
霊
様
へ
真
心
を

お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
実
意
を
込
め

て
御
用
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
姿
勢
こ
そ
が
、

神
様
、
霊
様
の
喜
ば
れ
る
お
供
え
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。
御
用
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
生
神

金
光
大
神
様
、
諸
霊
神
様
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

▪
創
設
百
二
十
年
記
念
書
華
道
展

　

生
神
金
光
大
神
大
祭
の
期
間
に
併
せ
て
、
学

院
第
一
教
室
に
て
書
華
道
展
を
開
催
し
た
。

学　院　大　祭

学院霊祭祭主祭詞奏上（学院長）

沼 名 前 神 社
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神
様
に

�

岡
山
県
・
本
部
在
籍

�

古
川　

清
二

　

夏
期
在
籍
教
会
実
習
の
終
わ
り
頃
、
い
ろ
い

ろ
な
先
生
か
ら
「
学
院
生
活
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
通
り
、
九

月
の
修
徳
殿
入
殿
か
ら
始
ま
り
、
学
院
・
秋
季

霊
祭
、
本
部
大
祭
御
用
奉
仕
、
学
院
・
生
神
金

光
大
神
大
祭
、
合
同
茶
会
等
、
た
く
さ
ん
の
行

事
を
行
事
を
執
り
行
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
怒

涛
の
ご
と
く
前
期
後
半
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
を
、
職
員
の
先
生
方
、
同
期

の
仲
間
と
共
有
す
る
中
で
、
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
院
長
先
生
が
「
信
心
は

恩
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
」
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
言
葉

通
り
全
教
の
信
奉
者
の
祈
り
と
支
え
が
あ
り
、

ま
た
い
ろ
い
ろ
な
物
の
お
世
話
に
な
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
学
院
で
の
修
行
生
活
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
前
期
の
信
行
目
標
で
あ
る
「
神

に
心
を
向
け
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
全
て

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
持
ち
続
け
る
こ

と
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

学
院
生
活
も
残
り
半
分
と
な
り
ま
し
た
。
後

期
の
信
行
目
標
は
、「
神
の
願
い
に
生
き
る
」

で
す
。
神
様
は
ど
ん
な
願
い
を
、
私
達
平
成

二
十
六
年
度
の
学
院
生
に
か
け
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
精
一
杯
、
残
り
の
半
分
の
学
院
生

活
が
、
神
の
願
い
に
適
う
生
き
方
に
な
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
期
生
の
あ
り
が
た
さ

�

奈
良
県
・
田
原
本
教
会

�

森
川　

育
子

　

私
は
、
霊
祭
で
は
賛
者
、
大
祭
で
は
篳
篥
の

親
と
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
御
用
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
霊
祭
で
は
祭
員
の
方
達
と
、
大
祭
の
篳
篥

で
は
楽
人
の
方
達
と
何
度
も
練
習
に
励
み
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
、
御
用
成
就
を
願
う
日
々
で

し
た
。
悩
み
、
ぶ
つ
か
り
、
そ
れ
で
も
祈
り
合

う
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
の
御
用
成
就
の
お
か

げ
が
あ
っ
た
と
感
じ
、
祈
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
ル
ガ
ン
奏
者
は
自
分
し
か
い
な

い
の
で
、
ど
れ
だ
け
練
習
し
て
も
不
安
だ
け
が

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
日
増
し
に
緊
張

し
て
い
く
私
を
見
た
方
達
に
何
度
も
励
ま
さ

れ
、
人
生
で
初
め
て
間
違
え
る
こ
と
な
く
御
用

を
仕
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
祈
っ

て
く
れ
た
仲
間
が
い
て
こ
そ
の
お
か
げ
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
学
院
生
活
で
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
成
長
を

大
き
く
手
助
け
し
て
く
れ
た
の
は
同
期
生
で

す
。
神
様
に
向
か
う
心
身
の
姿
勢
の
在
り
方
や

考
え
方
、
信
念
な
ど
数
え
切
れ
な
い
程
の
新
し

い
道
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
祈
り
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
仲
間
が
い

る
か
ら
こ
そ
の
学
院
生
活
で
あ
り
、
こ
の
感
謝

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

支
え
ら
れ
る
こ
と
、
祈
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
い
た
だ
く
お
か
げ
や
そ
の
あ
り
が
た
さ
に
気

付
か
せ
て
く
れ
た
同
期
生
と
共
に
、
こ
こ
か
ら

も
御
修
行
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

霊地親睦の集い

園芸（干し柿作り）

合　同　茶　会

学
院
生
の

学
院
生
の

声声


